
令和８年度 ひきこもりサポート事業

日時

会場

対象者 事前申込優先ですが、当日参加も可能です
のでお気軽にご来場ください。
また、事前申し込みは二次元コード又は下記
の主催に電話でお申込みください。
（事前申込締切：６月２４日）

中央公民館岩木館２階 大ホール

（弘前市大字賀田１丁目１８-３）

ひきこもり当事者及びその家族・支援機関

当該課題に関心がある市民・団体等

2004年度（平成16年度）より始まった、大阪
府コミュニティソーシャルワーカー（CSW）設立
事業の一期生となる。

2014年（平成26年）4月から放映のNHKド
ラマ10「サイレントプア」のモデルとなり、同ド
ラマの監修を務めた。7月には「プロフェッショ
ナル仕事の流儀」に出演。日曜討論などメディ
アにも出演。

2016年「厚生労働省地域力検討会委員」、
2017年より「厚生労働省生活困窮者自立支
援及び生活保護部会委員」として参加。著書に
「ひとりぽっちをつくらない～コミュニティソー
シャルワーカーの仕事～」(全国社会福祉協議
館出版)

【主催・お問い合わせ先】
弘前市福祉部生活福祉課就労自立支援室 （駅前町９-２０ ヒロロ３階）
月曜日～金曜日（祝日を除く） ８:30～17:00
℡：0172-36-3776／ 0172-38-1260
Mail：jiritsushien@city.hirosaki.lg.jp

講師プロフィール

令和８年６月２７日（土）

13:15～15:30（12:30開場）

※ 入場無料

８０５０問題
～豊中市社会福祉協議会の実践から～

勝部 麗子 氏

豊中市社会福祉協議会 事務局長

コミュニティソーシャルワーカー

【演題】

【講師】

【二次元コード】

「８０５０問題」は特別な誰かの問題ではなく、今、私たちの
すぐ隣で起きている、地域の、そして社会全体の課題です。
勝部氏は、既存の制度では救えない人々を見捨てず、住民
の力を集めて「断らない福祉」を実践してきました。
支援が必要だった人が、誰かの役に立つ「役割」を持つこと
で自信を取り戻していく。豊中市で生まれた数々のエピソード
から、誰もが「居場所と役割」を持てる、温かな地域づくりのヒ
ントを学びます。私たち一人ひとりにできることを一緒に考え
てみませんか？

※ 当日は駐車場の混雑が予想されるため、公共交通機関の
利用もあわせてご検討ください
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